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※答えは裏表紙にあります。
うら びょう し

これは何のマークでしょうか？
1. 2. 3.

4. 5. 6.

7. 8. 9.

10.

13.

11. 12.

わたしたちの周りには、ねたきりの高齢者や障害のある人など、い
ろいろな人がいっしょに生活しています。
こうした人たちとわたしたちが、共に幸せに暮らしていくには、思
いやりの心を持ち、おたがいに手を差しのべ合うことが必要です。こ
のことを「福祉」といいます。
思いやりの心は、あわれみの心ではありません。福祉の心は、共に
感じる心です。だれもが、さびしさや苦しさを感じることがあります
が、周りの人がかかえているそれらの思いを自分のこととして感じる
心が大切なのです。一人一人の苦しみや、なやみをみんなで分かち合
い、助け合い、そして共に生きる明るい社会をつくること、それが福
祉の心なのです。
このことをよく理解し、
どうしたらみんなが幸せに
暮らしていけるかを考えま
しょう。
そして、毎日の生活の中
で自分ができることから始
めてみましょう。

みんなの
しあわせ

しょうがいこう れい しゃ

まわ

まわ

くとも

とも

とも

さ ひつ よう

ふく し

ふく

り　かい

し

ふく

し

く

「福祉の心」をまちの中で探してみよう!
ふく し さが
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１　誕
たん

生
じょう

Ⅰ　福
ふく

祉
し

の心

お母さんの話

（１）かけがえのない命
赤ちゃんが、すやすやとねています。
お父さんとお母さんは、「気持ちよさそうに
ねているね。なんの夢を見ているのかな。」
と、赤ちゃんの寝顔を見てほほえみながら話
しています。そのそばで、お姉ちゃんとお兄
ちゃんも、赤ちゃんの寝顔を笑顔で見守って
います。
小さな命を思いやる、家族の愛情が伝わってくるようです。

（２）名前にこめられた願い
赤ちゃんの名前は「のぞみ」です。
家族の笑顔に見守られて安心しています。

「のぞみ」という名前は、お父さんやおじいちゃん、おばあちゃん
たち家族のみんなで考えて付けました。
これから始まるこの子の一生の中で、つらいことも悲しいこともあ

ると思います。でも、そんなときにも明るく、望みを持って強くたくま
しく生きてほしい－そう思ってこの名前にしました。

　あなたの名前にも、きっと家族の思いや願いがこめられていると思
います。

ね　がお

ゆめ

ね　がお

あいじょう つた

え　がお

え　がお

ねが

のぞ

つ

ねが

２　だれもが幸せに
（１）思いやりの気持ちと助け合い
今、みなさんはどんな希望を持っていますか？どんなときに幸せ

を感じますか?
反対に、どんなときに不安な気持ちになりますか?さびしかったり

つらかったりすることはありませんか？
わたしたちはみんな、家族のあたたかい思いや願いに包まれて、

幸せになるために生まれてきます。
わたしたちが暮らしているまちを見わたしてみると、赤ちゃんか

ら高齢者までいろいろな人たちがいて、それぞれの生活の中で一生
けん命生きています。また、わたしたちの暮らしは、家庭や地域、
様々な仕事の中で助け合うことによって成り立っているので、一人
で生きていくことは、とても難しいことです。
そのため、わたしたち一人一人が自分とちがう立場の人たちのこ

とを理解し、思いやりの気持ちを持って助け合うことが、とても大
切なのです。

（２）みんなが住む地域での支え合い
多くのまちでは、近所に住む人や同じマンションに住む人たちが

まとまって、「町内会」や「自治会」という組織を作り、わたした
ちが暮らしやすい地域づくりを行っています。
例えば、みなさんが安全に登下校できるよう見守ってくれたり、

防犯パトロールをしたり、防災訓練を呼びかけたり、道路や公園を
きれいにするなど、多くの活動を行っています。わたしたちが大好
きな盆おどりやお祭りも、町内会・自治会をはじめとする地域の人
たちがたくさんの時間をかけて準備してくれています。
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このほかにも、「地域での支え合い」はたくさんあります。この
機会に、あなたの住むまちにある「地域での支え合い」を探してみ
てください。

ち　いき ささ

ささち　いきき　かい さが

　東日本大震災が発生したとき
だい しん さいひがし に　ほん

だい　じ　しん

せ　かい さい だい きゅう

きょ だい　つ　なみ

ち　いきかん とう  ち　ほう

けい けん

たい へい よう

ひ　がい じ

つ　なみ ひ　がい ち  いき かく  ち

どう  しち  いき

ち  いき ささ

く じゅうよう

し　えん

　平成23（2011）年３月11日、世界最大級
のマグニチュード9.0の大地震と巨大津波が発
生しました。東北から関東地方の太平洋地域
にとても大きな被害をもたらしましたが、地
震や津波で被害を受けたどの地域でも、各地
から集まったボランティアの支援を受けなが
ら、地域の人同士が助け合い、自分のできる
ことから取り組んでいました。
　こうした経験からも、日ごろから地域で支え合い、助け合えるよう
な、みんなが暮らしやすいまちづくりをしていくことがとても重要だ
といわれています。

　やってみよう！
　一人一人ができることとして、まずは、これまでよ
りも元気なあいさつから始めてみましょう。あなたか
ら元気に声をかけられた人は、きっとうれしい気持ち
になると思います。こうした日ごろのつながりが、
「地域での支え合い」の基本になります。
　また、盆おどりやお祭りのお手伝い、道路や公園のおそうじなど、
自分ができる地域の活動があれば思い切って参加してみるのはどうで
しょうか。近所の人たちと親しく接することで、「地域での支え合
い」の大切さと面白さを感じられるはずです。

ち  いき き  ほんささ

ささ

ぼん て　つだ

ち  いき さん　か

ち  いきせっ

しん
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ち  いき き  ほんささ

ささ

ぼん て　つだ

ち  いき さん　か

ち  いきせっ

しん

「少子高齢化社会で何が起きるか?」　
　1960年～1970年ごろ、日本国民の平均寿命は70歳前後でした。
それが、今では世界トップの水準となり、女性は87.09歳、男性は
81.05歳（令和４（2022）年全国平均）と、高齢者の人口はどんど
ん増えています。
　一方、生まれてくる子どもの数は減っているため、次第に「高齢
者の生活を支えてきた人たち」＝「働いている現役世代の大人たち」
の数も減り、人口が減少する社会に突入していきます。
　これまでの社会は、人口が増えることを前提として、いろいろな
仕組みや制度が作られてきたため、わたしたちが安心して暮らし続
けていくためには、みんなで知恵を出し合って考える必要がありま
す。

（３）これからの時代に向けた地域づくり～地域包括ケアシステム～
今、日本では、生まれてくる子どもの数が減っています。一方で、

医療・医学の進歩や福祉制度の充実などにより、平均寿命はどんどん
延びて、高齢者の人口は増えています。
これは「少子高齢化社会」といわれるもので、この傾向は、みなさ
んが大人になる将来に向けて、さらに進んでいきます。
このような将来に備えて、日本全国の市町村で「地域包括ケアシス
テム」といわれる仕組みをつくるための取組が進められています。
「地域包括ケアシステム」とは、病気や何らかの手助けが必要と
なっても、だれもが住み慣れた家や地域で暮らし続けることができる
よう、専門家による医療や福祉のサービス、ボランティアや住民同士
による助け合いなど、地域にある生活を支えるための様々なものや制
度が効果的につながることで対応していこうという仕組みです。

い  りょう

へ

の ふこう れい しゃ

こうれい　か しゃかいしょうし

しょうらい

しょうらい そな ち  いき   ほうかつ

ち  いき    さまざま せい

ど たい おうこう　か　てき

ち  いき  ほうかつ

ち  いき   

せん もん   か い  りょう ふく  し じゅうみんどう　し

くな

けい こう

ふく　し せい　ど へい きんじゅうじつ じゅ みょう

ち  い き ち  い き ほ う か つ

こう れい    か しゃ かいしょう し

こう れい しゃ

ふ

じゅみょうへい きん さい

さいすいじゅん じょせい だんせい

さい ぜん こく へい きん

こうれいへ

しゃ ささ はたら げん えき  せ  だい

とつにゅうげんしょうへ

ふ ぜん てい

せい  ど く

ち　 え ひつ よう
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（４）川崎市の「地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケアシステム」の取組
わたしたちのまち、川崎市でも、この取組を進めています。
川崎市では、高

こう

齢
れい

者
しゃ

だけではなく、障
しょう

害
がい

のある人も、子どもも、子
育てをしている人も、健

けん

康
こう

な人も、全ての人を対
たい

象
しょう

に、住み慣
な

れた地
ち

域
いき

で安心して暮
く

らし続けられる「支
ささ

え合いの地
ち

域
いき

づくり」に取り組ん
でいます。このような取組が進めば、だれにとっても暮

く

らしやすい地
ち

域
いき

になるという考え方です。
そのためには、医

い

療
りょう

や福
ふく

祉
し

の専
せん

門
もん

家
か

の人たちだけではなく、わたし
たち全ての住民が、地

ち

域
いき

に住んでいる様
さま

々
ざま

な状
じょう

況
きょう

の人たちのことを理
り

解
かい

して、「思いやりの気持ちと助け合いの心」を持って自分たちので
きるところから行動し、みんなで力を合わせて住みよい地

ち

域
いき

づくりに
努
つと

めていくことが大切です。
そして、もう一つ大事なこと

は、食事や歯みがき、運動、すい
みんなど、自分が年を取っても、
なるべく健

けん

康
こう

でいられるようにす
るための子どものころからの生

せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

です。みなさんが仕事や遊
びなど、したいことを十分に行うためには、元気であることが大切で
す。「自分の心と体の健

けん

康
こう

に気を付
つ

ける毎日の心がけ」＝「セルフケ
ア」に取り組むことが、将

しょう

来
らい

の自分自身の健
けん

康
こう

で安心な生活につなが
ります。
このようなちょっとした取組を、一人一人、みんなで積み重ねてい

くことによって、だれもが安心で幸せな住みやすいまちがつくれると
思います。
こういった地

ち

域
いき

を、わたしたちみんなでつくっていけると良いです
ね。
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登校時の見守り 子育てサロン

「民
みん

生
せい

委
い

員
いん

児
じ

童
どう

委
い

員
いん

」は、みんなが安全に安心して生活できる地
ち

域
いき

をつくるボランティアです。川崎市内には、約1,500人の民
みん

生
せい

委
い

員
いん

児
じ

童
どう

委
い

員
いん

がいて、それぞれが担
たん

当
とう

地
ち

域
いき

を持って活動しています。民
みん

生
せい

委
い

員
いん

児
じ

童
どう

委
い

員
いん

には、子どもや子育て家庭への支
し

援
えん

などを専
せん

門
もん

的
てき

に担
たん

当
とう

す
る「主

しゅ

任
にん

児
じ

童
どう

委
い

員
いん

」という役
やく

割
わり

を持つ人もいます。
具
ぐ

体
たい

的
てき

な活動としては、担
たん

当
とう

地
ち

域
いき

で生活している人を見守ったり、
生活のことでなやみや心配ごとがある人から相談を受け、区役所など
助けてくれる場所や人につないだりしています。
また、川崎市内にある56の地

ち

区
く

民
みん

生
せい

委
い

員
いん

児
じ

童
どう

委
い

員
いん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

ごとに「定
てい

例
れい

会
かい

」を開
かい

催
さい

していて、地
ち

域
いき

の課
か

題
だい

などについて情
じょう

報
ほう

共
きょう

有
ゆう

や意
い

見
けん

交
こう

換
かん

をしています。
民
みん

生
せい

委
い

員
いん

児
じ

童
どう

委
い

員
いん

は、町
ちょう

内
ない

会
かい

や自
じ

治
ち

会
かい

など地
ち

域
いき

の方
かた

々
がた

による推
すい

薦
せん

に
よって選ばれます。

 コラム1：地
ち

域
いき

の身近な相談役「民
みん

生
せい

委
い

員
いん

児
じ

童
どう

委
い

員
いん

」

地
ち

域
いき

みまもり支
し

援
えん

センターによる「支
さ さ

え合いの地
ち

域
いき

づくり」
川崎市では「支

ささ

え合いの地
ち

域
いき

づくり」を進めるため、平成28（2016）
年４月、各区役所内に地

ち

域
いき

みまもり支
し

援
えん

センターを設
せっ

置
ち

しました。
地
ち

域
いき

みまもり支
し

援
えん

センターでは、住民同
どう

士
し

が支
ささ

え合って生活する地
ち

域
いき

を目指して、地
ち

域
いき

住民や町
ちょう

内
ない

会
かい

・自
じ

治
ち

会
かい

、民
みん

生
せい

委
い

員
いん

児
じ

童
どう

委
い

員
いん

などの地
ち

域
いき

の方
かた

々
がた

との顔の見える関係づくりに取り組んでいます。
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３　川崎市の福
ふく

祉
し

（１）いろいろな福
ふ く

祉
し

施
し

設
せ つ

川崎市では、赤ちゃんから高
こう

齢
れい

者
しゃ

まで、みんなが幸せに暮
く

らせるよ
うに、いろいろな施

し

設
せつ

を造
つく

っています。
お父さんやお母さんが安心して働

はたら

けるように、赤ちゃんや小さい子
どもを預

あず

かり、お世話をしている保
ほ

育
いく

所
しょ

等があります。
また、こども文化センターやわくわくプラザでは、様

さま

々
ざま

な工
く

夫
ふう

をし
て、子どもたちが自由に遊び、共

とも

に学び合うことができるようにして
います。
いこいの家に行くと、将

しょう

棋
ぎ

や囲
い

碁
ご

、体
たい

操
そう

など、高
こう

齢
れい

者
しゃ

が趣
しゅ

味
み

や健
けん

康
こう

のための活動をして、楽しく過
す

ごしています。
身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

センターでは、障
しょう

害
がい

のある人が自立した生活を送れ
るように支

し

援
えん

をしています。

（２）福
ふく
祉
し
を支

ささ
える人

ひと
々
びと

「みんなが幸せであること」が、福
ふく

祉
し

を支
ささ

えている人
ひと

々
びと

の願
ねが

いです。

※川崎市にある福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

は、40～45ページでもしょうかいしています。

川崎市の主な福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

施
し

設
せつ

名 施
し

設
せつ

数

保
ほ
育
いく
所
しょ
等 566

こども文化センター等 59

わくわくプラザ 114

老
ろう
人
じん
いこいの家 48

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

センター 4
（令和６（2024）年４月現在）
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福祉に使ったお金
3,350億円
39.4％

ふく し

健康福
ふくけんこう

祉
し ひ

費は、福
ふく

祉
し

に使うお金と保健・
い りょう

医療に使うお金を合わせたお金です。

税金の主なつかいみち（令和４（2022）年度）
ぜいきん

市の予算のうち、福
ふく

祉
し

に使った
お金は3,350億円で、全体の３分の
１をしめています。

● 建設緑政費
けん

しょうぼう ひ

しょうぼう きゅうきゅう

せい び

ひ

ひせつりょくせい

主に公園や道路を整備するため
のお金です。

● 消防費　　  
主に消防や救急のためのお金です。

● 教育費
主に学校や市民館・図書館のた
めのお金です。

こども未来費
1,363億円
16.0%

教育費
1,174億円
13.8%

消防費
174億円
2.1%

建設緑政費
245億円
2.9%

けん せつりょくしょうぼう ひ せい ひ

その他
3,563億円
41.8%

健康福祉費
ふく  し ひ

ひ

ひ

けん こう

1,987億円
23.4%

総額
（一般会計）
8,506億円

いっ  ぱん

そう  がく

一
いっ

般
ぱん

会計…�市の予算の中心となるもので、市民の税
ぜい

金
きん

を主な財
ざい

源
げん

とした、保健や福
ふく

祉
し

、
ごみ処

しょ

理
り

、教育、消
しょうぼう

防など市の基
き

本
ほん

的
てき

な運
うん

営
えい

に使うお金のことです。

川崎市では、この願
ねが

いを実
じつ

現
げん

するため、地
ち

域
いき

みまもり支
し

援
えん

センター
など様

さま

々
ざま

な相談窓
まど

口
ぐち

をつくり、市民からの相談にのっています。
また、保

ほ

育
いく

園
えん

などで働
はたら

く保
ほ

育
いく

士
し

、老
ろう

人
じん

ホームや高
こう

齢
れい

者
しゃ

の家などで働
はたら

くホームヘルパー、こども文化センターやわくわくプラザのスタッフ
やボランティアなど、大

おお

勢
ぜい

の人たちが川崎市の福
ふく

祉
し

を支
ささ

えています。

（３）福
ふ く

祉
し

に使うお金
川崎市は、お父さんやお母さんたちが納

おさ

めた税
ぜい

金
きん

の中から、福
ふく

祉
し

の
ために、令和４（2022）年度には3,350億

おく

円
えん

のお金を使いました。
福
ふく

祉
し

のお金は、障
しょう

害
がい

のある人や高
こう

齢
れい

者
しゃ

の施
し

設
せつ

を造
つく

ること、生活に
困
こま

っている人や子どもたちのためなどに使われています。
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子どもたちの
ために
1,363億円
40.7％

生活に困っている
人のために
565億円
16.9％

障害のある
人のために
544億円
16.2％

合　計
3，350億円

しょうがい

高齢者のために
192億円
5.7％

その他
686億円
20.5％

令和2年 令和3年 令和4年令和元年30年29年28年27年26年25年24年23年

（億円）
ふく うついっぱん し か

一般会計と福祉に使ったお金の移り変わり

※令和2年度は、新型コロナウイルス感染症のえいきょうで、特別定額給付金の給付や感染症対策、川崎
　じもと応援券の発行や中小企業への融資（お金を貸すこと）などを行ったため、使ったお金が増えました。
※福祉に使ったお金は、健康福祉費とこども未来費の総額です。

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

福祉のお金の使いみち（令和4（2022）年度）

福祉に使ったお金
ふく し いっぱん

一般会計

1,938 1,944 1,977 2,051 2,112 2,124
2,347

4,328

2,6292,505

5,753 5,673 5,756
6,074 6,023 6,110

6,975

9,562

3,287

8,399

7,367
7,129

ふく

こうれいしゃ

し

かんせんしょうしん がた

おう えん けん き ぎょう

ふく  し ふく   しけん こう そう がくひ ひ

ゆう  し

かん せん しょう たい さくとく べつ てい がく きゅう　ふ　きん きゅう　ふ

3,350

8,506
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Ⅱ　みんなの幸せ

１　障
しょう

害
がい

があっても
（１）みんな同じ仲間
　わたしたちのまちには、子ど
もからお年

とり

寄
よ

りまでいろいろな
人たちが暮

く

らしています。そし
てその中には、目や耳、手や足
など身体に障

しょう

害
がい

のある人もいま
す。身体のほかにも、知

ち

的
てき

な障
しょう

害
がい

、こころの病気による障
しょう

害
がい

が
ある場合もあります。
　川崎市の人口はおよそ15 4
万人ですが、その中には、先

さき

程
ほど

挙
あ

げたような障
しょう

害
がい

のある人がおよそ60,000人います。また、この中
のおよそ5,000人は、みなさんと同じ18歳

さい

未
み

満
まん

の子どもです。
障
しょう

害
がい

は、生まれる前や生まれてからの病気やけが、あるいは交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

などいろいろな原
げん

因
いん

によって起きます。障
しょう

害
がい

のある人もない人も、
みんな同じ仲間として、おたがいに支

ささ

え合って暮
く

らしていくことが大
切です。

（２）障
しょう

害
が い

のある人への思いやりの気持ちを持つために
障
しょう

害
がい

のある人は、生活の様
さま

々
ざま

な場面で不
ふ

利
り

益
えき

を受け、困
こま

ってしまう
ことがあります。そのようなとき、わたしたちは、それぞれの障

しょう

害
がい

に
あった手助けをしたり、思いやりを持ったりすることが大切です。
国では、障

しょう

害
がい

のある人への思いやりの気持ちをみんなが持つこと
で、障

しょう

害
がい

のある人もない人も一
いっ

緒
しょ

に当たり前な生活ができる社会をつ

手足などの
不自由な人
　17,152人

大　人 60,160人
子ども 5,416人
合　計 65,582人

話すことが不自由な人
　478人

目の不自由な人
　2,238人

耳の不自由な人
　3,462人

心臓などの
体の内部に障害が
ある人　13,634人

しょうがい

しんぞう

障
しょう

害
がい

げん ざい
のある人の数

（令和5（2023）年３月末現在）

知的な障害が
ある人 12,406人

しょうがいち　てき

ふ　じ　ゆう

ふ　じ　ゆう
ふ　じ　ゆう

ふ　じ　ゆう

こころの病気に
よる障害がある人
16,212人

しょうがい
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（学校での合理的配慮の例）
１　肢体不自由（手や足などの障害）の方
　　　移動しやすいように、学校内の出入口に物を置かない　
　　　ようにする。
２　聴覚障害の方
　　　話し言葉だけでなく、メモや身振り手振りを使って伝　
　　　える。

考えてみよう！
　上の例のほかに、障害のある方がどのようなことで困っているの
か、どのような配慮ができるのかを考えてみましょう。

　みなさん一人一人が「自分に障害があったらどのように助けてほ
しいだろう」と想像して、困っている人がいたらみんなで支えていく
思いやりの気持ちを持つことが、何より大切です。

ごう   り   てき はい  りょ れい

し   たい ふ    じ   ゆう

い   どう お

ちょう かくしょう がい

しょう がい

しょう がい

こま ささそう ぞう

はい りょ

こま

み　 ぶ つたて　  ぶ

しょう がい

くることを目指して、平成28（2016）年４月から「障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

」という法
ほう

律
りつ

がはじまりました。
この法

ほう

律
りつ

では、役所や会社・お店などに対し、障
しょう

害
がい

のある方への
「不

ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
とり

扱
あつか

い」を禁
きん

止
し

し、「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

」を求
もと

めてい
ます。不

ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
とり

扱
あつか

いとは、障
しょう

害
がい

を理由として、お店に入るのを
拒
きょ

否
ひ

したり、対
たい

応
おう

を後回しにしたりすることです。合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

とは、ゆっくりはっきりと話したり、写真や絵などを使って分かりや
すく説

せつ

明
めい

したりするなど、負
ふ

担
たん

とならない範
はん

囲
い

で手助けを行うことで
す。
では、学校生活の中ではどのような配

はい

慮
りょ

ができるでしょうか。

（学校での合理的配慮の例）
１　肢体不自由（手や足などの障害）の方
　　　移動しやすいように、学校内の出入口に物を置かない　
　　　ようにする。
２　聴覚障害の方
　　　話し言葉だけでなく、メモや身振り手振りを使って伝　
　　　える。

考えてみよう！
　上の例のほかに、障害のある方がどのようなことで困っているの
か、どのような配慮ができるのかを考えてみましょう。

　みなさん一人一人が「自分に障害があったらどのように助けてほ
しいだろう」と想像して、困っている人がいたらみんなで支えていく
思いやりの気持ちを持つことが、何より大切です。

ごう   り   てき はい  りょ れい

し   たい ふ    じ   ゆう

い   どう お

ちょう かくしょう がい

しょう がい

しょう がい

こま ささそう ぞう

はい りょ

こま

み　 ぶ つたて　  ぶ

しょう がい
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（３）身近なところにある思いやりの輪
わ

みなさんの住んでいるまちでは、体の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な友
とも

達
だち

が困
こま

らないよう
に、駅や建

たて

物
もの

にどんな工
く

夫
ふう

がされていますか。
左下の写真はスロープといって、床

ゆか

をゆるやかな坂にし、車いすの
利
り

用
よう

者
しゃ

が楽に移
い

動
どう

できるように工
く

夫
ふう

されています。では、トイレの中
はどうなっているのでしょう。車いすに乗ったまま入れるように、入
り口は広くつくられています。手すり、手

て

洗
あら

い場
ば

、鏡
かがみ

なども使いやす
いように工

く

夫
ふう

されています。
このように、バリアフリーとは、体の不

ふ

自
じ

由
ゆう

な人が様
さま

々
ざま

な活動をす
るときに不

ふ

便
べん

さを感じないように、そのバリアを取り除
のぞ

くことをいい
ます。
しかし、すべての建

たて

物
もの

が、だれにとってもバリアフリーになってい
るわけではありません。ですが、みなさんの助けによりバリアをなく
すこともできます。このように、困

こま

っている人に声をかける等のやさ
しい行動によるバリアフリーを「心のバリアフリー」といいます。

多様な利
り

用
よう

者
しゃ

に配
はい

慮
りょ

したトイレスロープになっている入り口

（４）こころとからだの成
せ い

長
ちょう

のために～中
ちゅう

央
お う

療
りょう

育
い く

センターを訪
た ず

ねて～
中原区井田には、いろいろな障

しょう

害
がい

のある人（子ども）たちが利
り

用
よう

す
るたくさんの施

し

設
せつ

や運動場・体育館・プール等があります。

12



その中にある中
ちゅう

央
おう

療
りょう

育
いく

センターを訪
たず

ねてみました。ここでは、知
ち

的
てき

な発
はっ

達
たつ

におくれのある子どもたちや、身体に障
しょう

害
がい

のある子どもたち
が、その日の健

けん

康
こう

状
じょう

態
たい

を確
たし

かめながら、庭で走ったり、すべり台やブ
ランコなどの遊具で身体をいっぱい使ったり、また、部屋で手遊び歌
や工作、ボウリングをするなど、いろいろな遊びを通じて体の使い方
を練習しています。
　写真は、丸太形のブランコの上
に立ってバランスを取りながら、
手足でしっかり体を支

ささ

える練習を
しているところです。楽しく身体
を動かすことで、運動に自

じ

信
しん

が持
てたり、集中力が高まったりしま
す。このほかにも、様

さま

々
ざま

な器
き

具
ぐ

を
使いながら、自分に合った課

か

題
だい

に
取り組んでいます。
障
しょう

害
がい

のある子どもたちには、障
しょう

害
がい

が重い子もいれば、軽い子もいま
す。どんな子どもたちも、周

しゅうい

囲の支
ささ

えの中、こころとからだを成
せいちょう

長さ
せ、夢

ゆめ

や希
き

望
ぼう

を持ちながら、いきいきと生活しています。

（５）住み慣
な

れた地
ち

域
い き

での生活をめざして～わーくす高津を訪
た ず

ねて～
高津区にある「わーくす高津」を訪

たず

ねてみました。「わーくす高津」は、
主に知

ち

的
てき

な障
しょう

害
がい

のある人が、自分らし
く地

ち

域
いき

で生活するために、自
じ

宅
たく

などか
ら通い、就

しゅう

職
しょく

するために必
ひつ

要
よう

なスキル
の向上や作業に取り組む施

し

設
せつ

です。
施
し

設
せつ

では、会社からたのまれた新聞
紙で「玉」を作り「袋

ふくろ

に入れ」口を「糊
のり

付
づ

け」した、スペースパルパ
スペースパルパ  5個袋入れ

訓練用具を使って練習用具を使って
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障
しょう

害
が い

があっても
　わたしは体の関

かん

節
せつ

がうまく動きません。うでが
かたの高さまでしか上がらず、日

にちじょうせいかつ

常生活で不
ふ

便
べん

な
思いをすることがあります。高いところに手が届

とど

かないし、電話をするときも受
じゅ

話
わ

器
き

を耳にあてる
のに苦

く

労
ろう

します。また、指も曲がった状
じょう

態
たい

なの
で、キーボードを打つのも薬指しか使えません。
　しかし、そのような障

しょう

害
がい

があっても、周
しゅうい

囲の人たちの協
きょうりょく

力や、自分
で工

く

夫
ふう

をすれば、みんなの中で働
はたら

くことができます。高いところに手
が届

とど

かなくても、困
こま

ったときは周
まわ

りの人に助けてもらったり、台を用
意したりすることで問題を解

かい

決
けつ

できます。キーボードも、かな入力に
することで他の人と同じくらいの速さで文字を打つことができます。
確
たし

かに、障
しょう

害
がい

があると自分でできることに制
せい

限
げん

があります。でも、
できる限

かぎ

りのことは自分でやりたいので、そのために努
ど

力
りょく

をします。
だからみなさんは障

しょう

害
がい

のある人がいても特
とく

別
べつ

あつかいをしないでくだ
さい。障

しょう

害
がい

のある人に対しても、障
しょう

害
がい

のない人に対しても「困
こま

ってい
る人がいたから手助けをする」、そういう気持ちでいてくれるとうれ
しいです。

作りなどの作業にはげんでいます。スペースパルパは、精
せい

密
みつ

機
き

械
かい

の緩
かん

衝
しょう

材
ざい

（クッション材
ざい

）として使われます。また、近
きん

隣
りん

のマンションの
共
きょう

有
ゆう

部
ぶ

分
ぶん

の清
せい

掃
そう

作
さ

業
ぎょう

を小グループで行っています。活動中は、ビブス
を着用して行っています。
暑い中での草むしりや細かい作業など、どれも大

たい

変
へん

難
むずか

しい仕事で
す。それでも一人一人がその特

とく

性
せい

に合った工
く

夫
ふう

をしながら、就
しゅう

職
しょく

を目
指して様

さま

々
ざま

な技
ぎじゅつ

術を身につけようと一生けん命努
ど

力
りょく

しています。
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（６）障
しょう

害
が い

のある人とのコミュニケーション
■目の不

ふ

自
じ

由
ゆ う

な人とのコミュニケーション
わたしたちは生きていくために必

ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

の80%を目から得
え

てい
るといわれています。目が不

ふ

自
じ

由
ゆう

ということは、単
たん

にものが見えにく
い・見えないだけではなく、本や雑

ざっ

誌
し

などの文章による情
じょう

報
ほう

、テレ
ビや映

えい

画
が

などの映
えい

像
ぞう

による情
じょう

報
ほう

も入ってきません。その代わりに、
聴
ちょう

覚
かく

や触
しょっ

覚
かく

、嗅
きゅう

覚
かく

など、視
し

覚
かく

以外の感
かん

覚
かく

をうまく使って生活していま
す。しかし、まちには危

き

険
けん

なことがいっぱいです。プラットホームか
ら落ちはしないか、顔にぶつかりそうなトラックのバックミラーはな
いか、前を見ないで携

けい

帯
たい

電話などを操
そう

作
さ

しながら歩いてくる人がぶつ
かってきたりはしないかなど、多くの不

ふ

安
あん

をかかえています。
こんなとき、周

まわ

りの人たちの支
し

援
えん

は、大きな力、大きなはげみとな
ります。例

たと

えば「何かお手
て

伝
つだ

いをしましょうか」など、積
せっきょくてき

極的に声を
かけてみましょう。

【ガイドヘルプの仕方】
目の不

ふ

自
じ

由
ゆう

な人が外出する際
さい

に、安全を確
かく

認
にん

しながら確
かく

実
じつ

に目
もく

的
てき

地
ち

まで誘
ゆう

導
どう

することをガイドヘルプといいます。

①基
き

本
ほ ん

姿
し

勢
せ い

ひと声かけてあなたのうでを貸
か

してください。あなたのひじの少し
上あたりを持ってもらいます。身長に差

さ

があり、持ってもらう位
い

置
ち

が
低
ひく

いときは、かたを軽く持ってもらいましょう。あなたが半歩前を歩
き、２人分のはば・足元・頭上に注意して歩きます。無

む

言
ごん

で引
ひ

っ張
ぱ

っ
たり、後ろからおしたり、白

はく

杖
じょう

や、白
はく

杖
じょう

を持つ手をつかんだりする
と、目の不

ふ

自
じ

由
ゆう

な人はとてもこわい思いをします。

②階
か い

段
だ ん

ののぼり降
お

り
階
かい

段
だん

や段
だん

差
さ

をのぼり降
お

りする場合も基
き

本
ほん

姿
し

勢
せい

の形と同じです。階
かい

段
だん

の始めと終わりでは止まって、「のぼります」「降
お

ります」「終わり
15



※答えは裏表紙にあります。

だくだく おん よう

たて

げん　そく

はい　 ち

こう　せい

こう　せい

おん

3 2 6

「ふれあい」を点字で書いてみよう！
ふ れ あ い
○　○
○　○
○　○

○　○
○　○
○　○

○　○
○　○
○　○

○　○
○　○
○　○

階
かい
段
だん かい しめ

しめ

すう

かいすう

の手すりに階数を点字で示しています。

エレベーターの階数を点字で示しています。

こんなものも、点字で表せます

うら びょう し

ました」など声で知らせます。手すりを使うと安心できます。

③別
わ か

れるときには
周
しゅうい

囲の様子や向いている方向を説
せつ

明
めい

します。その際
さい

は、「あっち」
「こっち」「もう少し」という言い方ではなく、「右」「左」「あと５m」
といった具

ぐ

体
たい

的
てき

な指
し

示
じ

が必
ひつ

要
よう

です。

【点字とは?】
点字は、目の不

ふ

自
じ

由
ゆう

な人が指先
でさわって読む文字で、目で見る
文字そのものの形を表すものでは
ありません。

※答えは裏表紙にあります。

だくだく おん よう

たて

げん　そく

はい　 ち

こう　せい

こう　せい

おん

3 2 6

「ふれあい」を点字で書いてみよう！
ふ れ あ い
○　○
○　○
○　○

○　○
○　○
○　○

○　○
○　○
○　○

○　○
○　○
○　○

階
かい
段
だん かい しめ

しめ

すう

かいすう

の手すりに階数を点字で示しています。

エレベーターの階数を点字で示しています。

こんなものも、点字で表せます

うら びょう し
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【録
ろ く

音
お ん

図
と

書
し ょ

再
さ い

生
せ い

機
き

】
点字のほかに、目の不

ふ

自
じ

由
ゆう

な人が
読書を楽しんだり、様

さま

々
ざま

な調べもの
をしたりするために、たくさんの本
が朗

ろう

読
どく

され、視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

情
じょう

報
ほう

文
ぶん

化
か

センターなどで貸
かし

出
だ

しが行われてい
ます。録

ろく

音
おん

図
と

書
しょ

（ＣＤ図書）などを
再
さい

生
せい

する専
せん

用
よう

の機
き

械
かい

もあります。

■耳の不
ふ

自
じ

由
ゆ う

な人とのコミュニケーション
耳が不

ふ

自
じ

由
ゆう

な人と言っても、聞こえない人（ろう者）や聞こえに
くい人（難

なん

聴
ちょう

者
しゃ

）、病気や騒
そう

音
おん

のひどい仕事などが原
げん

因
いん

で聞こえな
くなった、または聞こえづらくなった人（中

ちゅう

途
と

失
しっ

聴
ちょう

者
しゃ

）、加
か

齢
れい

によ
り聞き取りが難

むずか

しくなる人（加
か

齢
れい

による難
なん

聴
ちょう

）など様
さま

々
ざま

です。
わたしたちは、様

さま

々
ざま

な音に囲
かこ

まれて生活しています。目
め

覚
ざ

まし時
計の音で起きたり、お友

とも

達
だち

と声を出して会話したり、玄
げん

関
かん

のチャイ
ムで家に帰ってきたことを家族に知らせたり、救

きゅうきゅうしゃ

急車のサイレンに
おどろいたりと、音を通じて得

え

る情
じょう

報
ほう

はたくさんあります。耳が不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人は、そうした情
じょう

報
ほう

を得
え

るために、視
し

覚
かく

など、聴
ちょう

覚
かく

以
い

外
がい

の感
かん

覚
かく

をうまく使って生活しています。
耳の不

ふ

自
じ

由
ゆう

な人は外見では分かりにくく、周
まわ

りにいる人も気づか
ないことがしばしばです。そのため、耳の聞こえる人の多い社会の
中で不

ふ

便
べん

と感じたり、誤
ご

解
かい

を受けたりすることがあります。

録
ろく

音
おん

図
と

書
しょ

再
さい

生
せい

機
き
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災害時に光で誘
じょう

導
ほう

じょうほう つた ふ

き き きさいがい じ ゆうどう き
する機器チャイム音を光の情報に変える機器

※その他、最近は電車の放送や病院の窓
まどさいきん でんこう
口
ぐち よ
の呼び出しなど、電光掲

けい
示
じ
板
ばん
やテレビモニター

で視
し
覚
かく
的
てき
に情報を伝えている場所も増えてきています。

指文字

あ　い　う　え　お

さ　し　す　せ　そ

な　に　ぬ　ね　の

ま　み　む　め　も

ら　り　る　れ　ろ

か　き　く　け　こ

た　ち　つ　て　と

は　ひ　ふ　へ　ほ

や　ゆ　よ

わ　を　ん

※濁音（「が」など）は、左から右へ引く。
※促音（小さい「っ」）は、手前に引く。
※長音（のばす「－」）は、上から下へおろす。

だく おん

そく おん

だれかが来たときに、
チャイム音を光に代え
て知らせます。

火事でけむりに包まれて周
りが見えなくなった時、光
でにげる方向を知らせます。

　耳の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人とのコミュニ
ケーション方

ほう

法
ほう

はいろいろありま
す。耳が聞こえなくなった時期が
生まれつきなのか、子どものとき
なのか、大人になってからか、ま
た、そのときの言

げん

語
ご

環
かん

境
きょう

などに
よって方

ほう

法
ほう

がちがってきます。

【視
し

覚
か く

で情
じょう

報
ほ う

を伝える機
き

器
き

】

災害時に光で誘
じょう

導
ほう

じょうほう つた ふ

き き きさいがい じ ゆうどう き
する機器チャイム音を光の情報に変える機器

※その他、最近は電車の放送や病院の窓
まどさいきん でんこう
口
ぐち よ
の呼び出しなど、電光掲

けい
示
じ
板
ばん
やテレビモニター

で視
し
覚
かく
的
てき
に情報を伝えている場所も増えてきています。

指文字

あ　い　う　え　お

さ　し　す　せ　そ

な　に　ぬ　ね　の

ま　み　む　め　も

ら　り　る　れ　ろ

か　き　く　け　こ

た　ち　つ　て　と

は　ひ　ふ　へ　ほ

や　ゆ　よ

わ　を　ん

※濁音（「が」など）は、左から右へ引く。
※促音（小さい「っ」）は、手前に引く。
※長音（のばす「－」）は、上から下へおろす。

だく おん

そく おん

だれかが来たときに、
チャイム音を光に代え
て知らせます。

火事でけむりに包まれて周
りが見えなくなった時、光
でにげる方向を知らせます。

わたしたちが生活の中で主に音で情
じょう

報
ほ う

を得
え

ているもの
 ● 電話 
 ● テレビ・ラジオの音 
 ● 赤ちゃんの泣

な

き声 
 ● 玄

げん

関
かん

のチャイム

 ● 自転車のベルや車のクラクション    
 ● 病院窓

まど

口
ぐち

での呼
よ

び出し 
 ● 電車やホームでの緊

きん

急
きゅう

放
ほう

送
そう

 
 ● 災

さい

害
がい

時
じ

の放送
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　耳の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人は、手話や指文字、筆
ひつ

談
だん

、読
どく

話
わ

などの方
ほう

法
ほう

によっ
て、コミュニケーションをとっていますが、これらの方

ほう

法
ほう

が苦手な人
もいます。耳の不

ふ

自
じ

由
ゆう

な人と話をするときは、その人に合った方
ほう

法
ほう

を
選
えら

ぶことが大切です。

【手話】
手や顔の部

ぶ

位
い

などを使って話をする言語です。手話は英
えい

語
ご

などのよ
うに、日本語とは全く別

べつ

の文
ぶん

法
ぽう

を持っている言語で、十分なコミュニ
ケーションや情

じょう

報
ほう

伝
でん

達
たつ

が可
か

能
のう

です。耳の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人が必
かなら

ずしも手話を
使うとは限

かぎ

りませんが、手話を母語とする人たちもいます。
【筆

ひ つ

談
だ ん

】
　紙などに言いたいことを書いて、話をする方

ほう

法
ほう

です。短く簡
かん

潔
けつ

に分
かりやすく書くようにしましょう。
【読

ど く

話
わ

】
　話している人の口の動きから、言葉を読み取る方

ほう

法
ほう

です。対面で口
の動きが分かるようにはっきりと話をしましょう。

ほじょ犬
　ほじょ犬（身

しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

補
ほ

助
じょ

犬
けん

）は、目や耳や手足に障
しょう

害
がい

のある方の生
活をお手伝いする「盲

もう

導
どう

犬
けん

」・「聴
ちょう

導
どう

犬
けん

」・「介
かい

助
じょ

犬
けん

」です。

●「盲
もう

導
どう

犬
けん

」…目の見えない人、見えにくい人がまちなかを安全に歩け
　　　　　　　るようにサポートします。
●「聴

ちょう

導
どう

犬
けん

」…�音が聞こえない、聞こえにくい人に、生活の中の必
ひつ

要
よう

な
音を知らせます。

●「介
かい

助
じょ

犬
けん

」…�手や足に障
しょう

害
がい

のある人の日
にちじょう

常の生活動作をサポートしま
す。
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　ほじょ犬は特
とく

別
べつ

な訓
くん

練
れん

を受け、認
にん

定
てい

を受けた犬で、障
しょう

害
がい

があり、ほ
じょ犬を使用している人（ユーザーといいます。）のパートナーであっ
て、ペットではありません。多くの人が利

り

用
よう

する公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

、電車やバス
などの公

こう

共
きょう

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

、商
しょう

業
ぎょう

施
し

設
せつ

、飲食店、病院、ホテルなどへ一
いっ

緒
しょ

に入
ることが認

みと

められています。
　ほじょ犬は、お店の中で静

しず

かに待
たい

機
き

するように訓
くん

練
れん

されています。ま
た、ユーザーがほじょ犬を清

せい

潔
けつ

に保
たも

ち、予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

や検
けん

診
しん

を受けさせてい
るので、とても安心です。
　写真は盲

もう

導
どう

犬
けん

の歩
ほ

行
こう

訓
くん

練
れん

（階
かい

段
だん

の
のぼり降

お

り）を行っている様子です。

（７）こころの病気ってどんなこと？
こころの病気は、日ごろのストレスや生活の不

ふ

安
あん

など、いろいろな
原
げん

因
いん

が重なり、こころのバランスがくずれることで引き起こされると
考えられています。
こころの病気になると様

さま

々
ざま

な「生活のしづらさ」が生まれます。
「生活のしづらさ」は、病気だけではなく、家族や学校、友

とも

達
だち

などの
環
かん

境
きょう

や個
こ

人
じん

の状
じょう

態
たい

なども関
かか

わり合って引き起こされます。このような
「生活のしづらさ」が続

つづ

くことを精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

といいます。
具
ぐ

体
たい

的
てき

な「生活のしづらさ」とは、ぐっすりとねむれない、今まで
楽しかったことが楽しく感じられない、やる気が起きない、つかれや
すい、などのことをいいます。また、他の人には聞こえない声が聞こ
える幻

げん

聴
ちょう

や、他の人にはあり得
え

ないと思えることを確
かく

信
しん

してしまう妄
もう

想
そう

など、様
さま

々
ざま

な症
しょう

状
じょう

があります。

（提
て い

供
きょう

：公
こ う

益
え き

財
ざ い

団
だ ん

法
ほ う

人
じ ん

　日
に

本
ほ ん

盲
も う

導
ど う

犬
け ん

協
きょう

会
か い

）
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（８）これからの障
しょう

害
が い

者
し ゃ

福
ふ く

祉
し

の取組
　川崎市では、障

しょう

害
がい

のある人もない人も、おたがいを尊
そん

重
ちょう

しながら共
とも

に支
ささ

え合う、自立と共
きょう

生
せい

の地
ち

域
いき

社会を目指しています。
 「共

きょう

生
せい

社会」とは、一人一人が障
しょう

害
がい

のある人への理
り

解
かい

を深め、障
しょう

害
がい

のある人もない人も共
とも

に社会の一員として地
ち

域
いき

の中で安心して暮
く

らし
ていけるような社会のことで、そうした社会を目指していこうとする
考え方を「ノーマライゼーション」といいます。
　川崎市では、障

しょう

害
がい

のある人が困
こま

りごとを気軽に相談できるように
すること、生活するために必

ひつ

要
よう

な様
さま

々
ざま

なサービスや、医
い

療
りょう

・リハビ
リテーションを受けられるようにすること、働

はたら

きやすくすることのほ
か、障

しょう

害
がい

のある人が安心して暮
く

らせる住まいの場を確
かく

保
ほ

することや、
障
しょう

害
がい

のある人に対する社会のバリアを取り除
のぞ

くことなど、ノーマライ
ゼーションの実

じつ

現
げん

に向けた様
さま

々
ざま

な取組を進めています。
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これらは他の人から見たら分かりにくく、症
しょう

状
じょう

や回
かい

復
ふく

の様子も一人
一人ちがいがあるので、その人にしか分からないつらさがあることも
ストレスや不

ふ

安
あん

につながります。
このような「生活のしづらさ」がある状

じょう

況
きょう

の方
かた

々
がた

に対して、各区役
所地

ち

域
いき

みまもり支
し

援
えん

センターや障
しょう

害
がい

者
しゃ

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

センター、地
ち

域
いき

リハビリテー
ションセンターでは、様

さま

々
ざま

な相談を受
け付

つ

け、わたしたちの住む地
ち

域
いき

でその
人らしい生活を送るための支

し

援
えん

を行っ
ています。
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２　今、子どもたちは
（１）子どもの人口
川崎市に住む18歳

さい

未
み

満
まん

の子どもの人口は、およそ22.3万人います。
子どもの人口は、昭和50（1975）年をピークに減

げん

少
しょう

していました
が、平成12（2000）年以

い

降
こう

は、少しずつ増
ふ

えています。

18歳
さい

未
み

満
まん

の子どもがいる世
せ

帯
たい

のうち、親が共
とも

に働
はたら

いている世
せ

帯
たい

は
増
ふ

えています。令和２（2020）年では56.6％と約２世
せ

帯
たい

に１世
せ

帯
たい

が共
とも

働
ばたら

き世
せ

帯
たい

という状
じょう

況
きょう

になっています。
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（２）地
ち

域
い き

社会全体で子どもを支
さ さ

える
　川崎市子どもの権

けん

利
り

に関
かん

する条
じょう

例
れい

では、
  「子どもは、安心して生活できます。」
  「子どもは、困

こま

ったときは助けてもらえます。」としています。
　子どもは社会の希

き

望
ぼう

であり、未
み

来
らい

を担
にな

うかけがえのない存
そん

在
ざい

です。
安心して子どもを産

う

み育てることができる社会の実
じつ

現
げん

に向けて、地
ち

域
いき

社会全体で、子どもや子育て家庭に寄
よ

りそいながら、しっかりと支
ささ

え
る環

かん

境
きょう

づくりを進めています。

（３）保
ほ

育
い く

サービスの充
じゅう

実
じ つ

に向けて
保
ほ

育
いく

所
しょ

等では、０歳
さい

の乳
にゅう

児
じ

から
小学校に入学する前までの子ども
たちが、保

ほ

育
いく

士
し

などに見守られな
がら、すこやかにのびのびと過

す

ご
しています。
お父さんやお母さんが働

はたら

いてい
る間、子どもの世話をしてくれる
人が家の中や近くにいないことがありますが、お父さんやお母さんが
安心してお仕事などができるように、保

ほ

育
いく

所
しょ

等に通える子どもの数が
増
ふ

えるような対
たい

策
さく

をとっています。
川崎市には、566か所の保

ほ

育
いく

所
しょ

等があり、3万人をこえる子どもた
ちが通っています。また、川崎区、中原区と宮前区には保

ほ

育
いく

所
しょ

機
き

能
のう

と
地
ち

域
いき

子育て支
し

援
えん

センター機
き

能
のう

を備
そなえ

えた保
ほ

育
いく

・子育て総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

センター
があり、地

ち

域
いき

の人たちの育
いく

児
じ

の相談を受けたり、他の保
ほ

育
いく

所
しょ

等への支
し

援
えん

や様
さま

々
ざま

な機
き

関
かん

との連
れん

携
けい

を通じて、地
ち

域
いき

の子育て支
し

援
えん

の充
じゅう

実
じつ

に取り組
んでいます。
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（４）子どものすこやかな成
せ い

長
ちょう

に向けて
■こども文化センター
「思いっきり遊びたい」「友

とも

達
だち

と一
いっ

緒
しょ

に、いろいろな遊びをしてみたい」と
思ったことはありませんか。
　それを実

じつ

現
げん

できるところが「こども文
化センター」です。子どもたちがのびのびと遊んだり、様

さま

々
ざま

な活動や
行事ができるようにとつくられた施

し

設
せつ

です。
市内には、59か所のこども文化センター等があります。行事は、

子どもならだれでも参
さん

加
か

できます。地
ち

域
いき

の子ども会などとも協
きょう

力
りょく

し
て、子どもたちのすこやかな成

せい

長
ちょう

のために活動しています。

■わくわくプラザ
新しい仲間づくりと遊びや生活の場

として、川崎市の全ての市立小学校に
「わくわくプラザ」があります。
わくわくプラザでは、スタッフが子ど

もたちの遊びや活動を支
し

援
えん

し、地
ち

域
いき

の

みんなで元気よく

遊んだり、勉強したり

みんなで元気よく

こども文化センター（令和６（2024）年４月現在）（民間児童館１か所ふくむ。)
みんかん じ どうかんげんざい

旭町

渡田

南河原

殿町

藤崎

浅田
田島

桜本

大師

小田

日進町
小倉

南加瀬
新城

北加瀬

幸

下平間

平間
玉川

西加瀬

新丸子

井田
宮内
大戸
東高津

二子

住吉

子母口
野川有馬

宮崎
宮前平

梶ヶ谷
高津上作延

平

長尾

白幡台菅生
蔵敷

末長

KFJ多摩すかいきっず
中野島菅

南菅

錦ヶ丘
三田

枡形

虹ケ丘

王禅寺

柿生

岡上

百合丘
千代ケ丘

白山

片平麻生

小杉

東百合丘
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ボランティアの協
きょう

力
りょく

も得
え

ながら企
き

画
かく

、運
うん

営
えい

しています。
１年生から６年生までの子どもが放

ほう

課
か

後
ご

や夏休みなどに遊びを楽し
みながら、みんなで交流し、仲間づくりをしています。

■みんなの校庭プロジェクト
川崎市では、自分が通う小学校の

校庭で、放
ほう

課
か

後
ご

にボール遊びなど自
由にのびのび遊べるようにする「み
んなの校庭プロジェクト」を進めて
います。
現
げんざい

在、すべての小学校で放
ほう

課
か

後
ご

に
校庭が開放できるように、子どもたちを中心としたルールづくりに取
り組んでいます。

みんなの校庭プロジェクト

■地
ち

域
い き

の寺子屋
川崎市内の小学校・中学校の中には、「地

ち

域
いき

の
寺子屋事業」が行われているところがあります。
寺子屋では、地

ち

域
いき

の人たちが「寺子屋先生」に
なります。放

ほう

課
か

後
ご

、寺子屋先生が宿題を見てくれ
たり、土曜日などに家族や地

ち

域
いき

の人たちと一
いっ

緒
しょ

に
参加できるイベントを開くこともあります。
地
ち

域
いき

の人たちと一
いっ

緒
しょ

に楽しく勉強や活動をし
て、交流する場所を目指しています。

（５）子どもが安心して暮
く

らせる支
し

援
え ん

体
た い

制
せ い

づくり
川崎市には、南

なん

部
ぶ

児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

、中
ちゅう

部
ぶ

児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

、北
ほく

部
ぶ

児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

の
３か所の児

じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

があります。18歳
さい

未
み

満
まん

の子どもの相談を、子ど
も自身からはもちろん、家族・市

し

民
みん

・学校などの関
かん

係
けい

機
き

関
かん

からも受け

「寺ッコ」
地域の寺子屋事業
ち  いき

イメージキャラクター
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ています。
児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

には、様
さま

々
ざま

な分野の専
せん

門
もん

の職
しょく

員
いん

がいます。子育てのこと
や不

ふ

登
とう

校
こう

、障
しょう

害
がい

や発
はっ

達
たつ

、非
ひ

行
こう

などの問題を解
かい

決
けつ

するために、みんなで
話し合いながら、支

し

援
えん

をしています。
子どもたちには、相談の連

れん

絡
らく

先
さき

などが分かるように「SOSカード」
を配っています。身の回りで「SOSカード」に書いてあるようなこと
があるときは、電話してください。

子どもを育てる
どの家庭でも、親子が一

いっ

緒
しょ

に暮
く

らすことができない
事
じ

情
じょう

がおこる可
か

能
のう

性
せい

があります。そのようなときは、
児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

が相談を受け、施
し

設
せつ

や里親家庭で暮
く

らすな
ど、その子どもにとってよいと思われる生活の場所を
決めて、みなさんと同じように幼

よう

稚
ち

園
えん

や学校へ通うこ
とになります。
お父さん、お母さん、家族とはなれて生活することになり、さみしい

思いをすることもあるでしょう。施
し

設
せつ

や里親家庭は、たくさんの大人が
愛
あい

情
じょう

を注ぎ、安心して成
せい

長
ちょう

することができる生活の場となります。ま
た、将

しょう

来
らい

に向けて進学や就
しゅう

職
しょく

の相談も行っています。
わたしたち一人一人が、そこで生活する子どもたちの人

じん

権
けん

を尊
そん

重
ちょう

し、
地
ち

域
いき

で一
いっ

緒
しょ

に生活できるよう、あたたかな気持ちを持つことが大切だと
思っています。
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（６）これからの子ども・子育て支
し
援
えん
の取組

子どもの幸せな笑
え

顔
がお

は、人
ひと

々
びと

の心を明るくし、やさしさや希
き

望
ぼう

をあ
たえてくれます。また、生まれてきた命が家庭や地

ち

域
いき

社会で愛され、
わたしたちのまちでいきいきと心豊

ゆた

かに育っていくことは、わたした
ちだれもの願

ねが

いです。
川崎市では、令和４（2022）年に「第２期川崎市子ども・若

わか

者
もの

の
未
み

来
らい

応
おう

援
えん

プラン」を作り、子どもの権
けん

利
り

を尊
そん

重
ちょう

すること、地
ち

域
いき

社会全
体で子ども・子育てを支

ささ

えること、子ども・若
わか

者
もの

のすこやかな成
せい

長
ちょう

・
自立に向けて途

と

切
ぎ

れることのない継
けい

続
ぞく

した支
し

援
えん

を行うこと、全ての子
ども・若

わか

者
もの

および子育て家庭をきめ細やかに支
し

援
えん

することを基
き

本
ほん

的
てき

な
視
し

点
てん

として、取組を進めています。

■川崎市子ども会
かい
議
ぎ

川崎市子ども会
かい

議
ぎ

は、川崎市子ど
もの権

けん

利
り

に関
かん

する条
じょう

例
れい

に定められた
会
かい

議
ぎ

で、毎年テーマを決めて子ども
たちと市長が話し合ったり、毎月集
まって子ども同士で話し合ったりし
ながら、みんなで川崎市をより良く
していきます。

子ども会
かい

議
ぎ
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３　今、高
こう

齢
れい

者
しゃ

は
（１）地

ち

域
い き

で暮
く

らす高
こ う

齢
れ い

者
し ゃ

わたしたちが住んでいる
日本は、世界でも長生きを
している人が多い国です。
しかも、2050年には国

こく

民
みん

の３人に１人が高
こう

齢
れい

者
しゃ

にな
る時代がやってきます。
川崎市の人口は、およそ

154万人ですが、その中で
65歳

さい

以上の高
こう

齢
れい

者
しゃ

がおよ
そ32万人います。総

そう

人口
に対する高

こう

齢
れい

者
しゃ

（65歳
さい

以
上）の割

わり

合
あい

を高
こう

齢
れい

化
か

率
りつ

とい
いますが、７%をこえると高

こう

齢
れい

化
か

社
しゃ

会
かい

、14%をこえると高
こう

齢
れい

社
しゃ

会
かい

、
21%をこえると超

ちょう

高
こう

齢
れい

社
しゃ

会
かい

といいます。
川崎市の高

こう

齢
れい

化
か

率
りつ

は、令和５（2023）年10月１日現
げん

在
ざい

20.55%と
全国平均の29.1%に比

くら

べると低
ひく

く、比
ひ

較
かく

的
てき

若
わか

い人が多いまちであると
いえますが、今後、この割

わり

合
あい

は増
ふ

えていくことが予想されています。
また、一人暮

ぐ

らしやねたきりの高
こう

齢
れい

者
しゃ

も、年
ねん

々
ねん

増
ふ

えています。
高
こう

齢
れい

者
しゃ

は、地
ち

域
いき

でどのように、また、どのような思いで過
す

ごしてい
るのでしょうか。

高齢者人口の移り変わり（川崎市）
こう れい しゃ うつ か

0

,

,

,

,

,

,

,

令和2平成平成平成平成平成平成昭和昭和

歳～～ 歳
さい さい こうれいかりつ

高齢化率

.
.

.
.

.

. .
.

.

（２）生きがいづくり
健
けん

康
こう

を保
たも

つため、また、社会に参
さん

加
か

するために、年をとっても仕事
や地

ち

域
いき

活動をしたいという高
こう

齢
れい

者
しゃ

が増
ふ

えています。
川崎市では、こうした高

こう

齢
れい

者
しゃ

がますます元気で、生きがいを持っ
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て地
ち

域
いき

で暮
く

らせるように、「生
しょう

涯
がい

現
げん

役
えき

」の活動の充
じゅう

実
じつ

を進めていま
す。特

とく

に、会社に長く勤
つと

めていた
人が、経

けい

験
けん

を生かし、日
にち

常
じょう

生活で
困
こま

っている人や地
ち

域
いき

活動のお手
て

伝
つだ

いなどを行える仲間づくりを応
おう

援
えん

し
ています。
また、シルバー人

じん

材
ざい

センターで
は、働

はたら

きたい高
こう

齢
れい

者
しゃ

のために、清
せい

掃
そう

作
さ

業
ぎょう

や植木の手入れなどの仕事を
提
てい

供
きょう

しています。仕事やお手
て

伝
つだ

い
をしてみんなに喜

よろこ

んでもらえること
は、高

こう

齢
れい

者
しゃ

の生きがいの一つなの
です。

（３）高
こ う

齢
れ い

者
し ゃ

の介
か い

護
ご

多くの高
こう

齢
れい

者
しゃ

は元気に生活していますが、中には身体の具合が悪く
なり、食事、入

にゅう

浴
よく

、排
はい

泄
せつ

などを自分一人ですることができず、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

において身の回りの世話や手助けが必
ひつ

要
よう

となる高
こう

齢
れい

者
しゃ

も多くなって
います。この世話や手助けをすることを「介

かい

護
ご

」といいます。今は高
こう

齢
れい

者
しゃ

がどんどん増
ふ

えているため、家族だけで介
かい

護
ご

をすることが難
むずか

しく
なっていますし、一人暮

ぐ

らしの高
こう

齢
れい

者
しゃ

も多くなってきました。
そこで、介

かい

護
ご

が必
ひつ

要
よう

な高
こう

齢
れい

者
しゃ

を家族だけでなく、社会全体で支
ささ

える
仕組みとして、平成12（2000）年に「介

かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

」がスタートし
ました。
介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

では、もし自分一人で食事や入
にゅう

浴
よく

、排
はい

泄
せつ

などができな
くなってしまっても、介

かい

護
ご

を専
せん

門
もん

として仕事をしている人がお手
て

伝
つだ

い

自転車対策業務

植木の手入れ

たい  さく

清
せい

掃
そう

作
さぎょう

業
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をしてくれます。また、ねたきりに
なってしまい、自分の家で生活でき
なくなったときは、常

つね

に介
かい

護
ご

を受け
られるような施

し

設
せつ

に入り、手厚
あつ

い介
かい

護
ご

を受けながら暮
く

らしていくことが
できます。
介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

を中心としたサービ
スによって、介

かい

護
ご

が必
ひつ

要
よう

となっても、住み慣
な

れた場所でいろいろな人
の手助けを受けながら、生活することができます。

（４）介
か い

護
ご

予
よ

防
ぼ う

・健
け ん

康
こ う

づくり
介
かい

護
ご

が必
ひつ

要
よう

な高
こう

齢
れい

者
しゃ

もいます
が、元気な高

こう

齢
れい

者
しゃ

もたくさんいま
す。
元気な高

こう

齢
れい

者
しゃ

が元気なまま暮
く

ら
していくことができるように、楽し
く体を動かしたり、歯の健

けん

康
こう

や栄
えい

養
よう

の取り方を学んだりしています。
このように、介

かい

護
ご

を必
ひつ

要
よう

とする状
じょう

態
たい

になるのを防
ふせ

ぐことを介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

や健
けん

康
こう

づくりといいます。
また、家に閉

と

じこもらずに、積
せっきょくてき

極的に地
ち

域
いき

の方たちと交流できる場
や活動などに参

さん

加
か

することも元気の秘
ひ

訣
けつ

です。
高
こう

齢
れい

者
しゃ

がどんどん増えていく中では、介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

や健
けん

康
こう

づくりに自ら
取り組むことは、とても重

じゅう

要
よう

なことです。

いこいの家における介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう
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高
こ う

齢
れ い

者
し ゃ

を介
か い

護
ご

する仕事
　わたしは介

かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

として、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

を送
ることに支

し

障
しょう

があり、介
かい

護
ご

が必
ひつ

要
よう

なお年
とし

寄
よ

りの
方
かた

々
がた

が利
り

用
よう

する施
し

設
せつ

で働
はたら

いています。
　介

かい

護
ご

の仕事をしていて一番やりがいを感じる
のは、利

り

用
よう

者
しゃ

さんから「ありがとう」と声をか
けていただいたり、笑

え

顔
がお

を見かけたりしたとき
です。利

り

用
よう

者
しゃ

さんたちに笑
え

顔
がお

で過
す

ごしていただけるよう、日
ひ

々
び

、介
かい

護
ご

を
しています。
　人間相手の仕事のため、うまくコミュニケーションがとれないことも
あり、大

たい

変
へん

なこと、つらいこともあります。ですが、これまでに多くの
経
けい

験
けん

をしてきた利
り

用
よう

者
しゃ

さんたちと接
せっ

することで、人間関
かん

係
けい

が豊
ゆた

かにな
り、学べることもたくさんあります。
　たくさんのことを教えてくださる利

り

用
よう

者
しゃ

さんたちが、安全に楽しく、
そして自分らしく生活できるような介

かい

護
ご

を提
てい

供
きょう

していきたいと考えてい
ます。

（５）地
ち

域
い き

で支
さ さ

える
福
ふく

祉
し

の仕事をしている人
ひと

々
びと

の力だけで、地
ち

域
いき

の高
こう

齢
れい

者
しゃ

を支
ささ

えていく
ことは難

むずか

しいことです。そこで、地
ち

域
いき

の中で、みんなが高
こう

齢
れい

者
しゃ

を支
ささ

え
合い、助け合っていくことが大切です。
川崎市では、高

こう

齢
れい

者
しゃ

が住み慣
な

れた地
ち

域
いき

で元気に暮
く

らしていくこと
ができるように、健

けん

康
こう

のことや困
こま

っていることについて相談を受ける
窓
まど

口
ぐち

として、各地区に地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センターを設
せっ

置
ち

しています。地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センターは、地
ち

域
いき

で高
こう

齢
れい

者
しゃ

やその家族を支
ささ

えるための中心と
なっています。
また、年を取った時の大きな不安のひとつに、「認

にん

知
ち

症
しょう

」がありま
す。認

にん

知
ち

症
しょう

は脳
のう

の病気によるものでだれでも年を取ると認
にん

知
ち

症
しょう

になる
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可
か

能
のう

性
せい

が高くなります。川崎市では「認
にん

知
ち

症
しょう

サポーター養
よう

成
せい

講
こう

座
ざ

」を
実
じっ

施
し

し、多くの人に認
にん

知
ち

症
しょう

がどういうものか知ってもらうことで、認
にん

知
ち

症
しょう

の方を地
ち

域
いき

で支
ささ

える仕組みづくりを進めています。
わたしたちも、地

ち

域
いき

で高
こう

齢
れい

者
しゃ

と共
とも

に生活していくためには、どのよ
うなことをすればよいのか考えてみましょう。

（６）自分のこととして
これから、日本はますます高

こう

齢
れい

化
か

が進むといわれています。高
こう

齢
れい

者
しゃ

が多くなれば、高
こう

齢
れい

者
しゃ

の問題がもっと大きくわたしたちの暮
く

らしに関
かか

わってきますが、そのときになって考えるのではおそすぎます。
高
こう

齢
れい

者
しゃ

が生きがいをもって過
す

ごせるような世の中にするには、わた
したち一人一人が、高

こう

齢
れい

者
しゃ

とどのように関わっていけばよいのか、知
ち

恵
え

を出し合い、真
しん

剣
けん

に考えていかなくてはなりません。
わたしたちは、みんな年をとります。これらの問題を自分のことと

してしっかり受け止め、考えることが大切です。

（７）これからの高
こ う

齢
れ い

者
し ゃ

福
ふ く

祉
し

の取組
川崎市は「高

こう

齢
れい

化
か

」が急
きゅう

激
げき

に進んでいきます。そこで、豊
ゆた

かな経
けい

験
けん

や活力を生かすことができるよう、元気な高
こう

齢
れい

者
しゃ

のために、健
けん

康
こう

づく
り、社会参

さん

加
か

、生
しょう

涯
がい

学習活動などの支
し

援
えん

を考えています。また、介
かい

護
ご

が必
ひつ

要
よう

となった高
こう

齢
れい

者
しゃ

のためには自
じ

宅
たく

で受けるサービスや施
し

設
せつ

サービ
スの整

せい

備
び

を進め、社会全体で支
ささ

え合うための取組を進めています。
川崎市では、元気な高

こう

齢
れい

者
しゃ

も介
かい

護
ご

が必
ひつ

要
よう

な高
こう

齢
れい

者
しゃ

も、みんなが安心
して安全に暮

く

らせるまちづくりを進めていきます。
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コラム２：バリアフリーを探
さが

してみよう！！

わたしたちの住んでいるまちのなかには、障
しょう

害
がい

のある人たち
が生活しやすいようにいろいろな工夫がされています。この工夫
は、障

しょう

害
がい

のある人が使いやすいようにさまたげとなるものを取り
除
のぞ

こうとする考え方、「バリアフリー」によって行われています。

【バリアフリーの事例】
●誘

ゆ う

導
ど う

ブロック
視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

誘
ゆう

導
どう

用
よう

ブロック
といい、白

はく

杖
じょう

や足の裏
うら

でブロッ
クの凸

でこ

凹
ぼこ

を確
かく

認
にん

して歩きます。
また、見えにくい人のために、
はっきりした黄色になっていま
す。
誘
ゆう

導
どう

ブロックには丸い「点
てん

状
じょう

ブロック」と細長い線の「線
せん

状
じょう

ブロック」があります。右の写
真では誘

ゆう

導
どう

ブロックの上に自転
車が止めてあり、視

し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

が
誘
ゆう

導
どう

ブロックを確
かく

認
にん

するさまた
げとなってしまっています。

●エレベーター
エレベーターの中の鏡

かがみ

は、車いすで降
お

りるときに後ろが確
かく

認
にん

できるように付い
ています。ボタンも車いすに乗っている
人がおしやすい位

い

置
ち

にあります。

てんじょう

せんじょう

てんじょう

せんじょう
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●音きょう式信号機

●ノンステップバス

●車いす使用者用駐
ちゅう

車
しゃ

施
し

設
せつ

●カラーバリアフリー

かわさきし かわさきし

かわさきし かわさきし

背景と色の組合せ
はいけい いろ

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

に対して、音やメロディ
で、進む方向や信号が変わったことを
知らせます。信号が青であることや、
点
てん

滅
めつ

して赤になりそうなことを知らせ
ます。

停
てい

留
りゅう

所
じょ

の地面と乗
じょう

降
こう

口
ぐち

との段
だん

差
さ

を
少なくし、高

こう

齢
れい

者
しゃ

や障
しょう

害
がい

のある人にも
乗りやすいよう工夫がされています。
また、車内のゆかの段

だん

差
さ

も少なくし
ています。　　　　　　　　　　　　

この駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

は、車の乗り降
お

りや歩行
が困

こん

難
なん

な高
こう

齢
れい

者
しゃ

や障
しょう

害
がい

のある人のため
に設

もう

けられていて、車いす利用者が使
いやすいよう建物の出入り口の近くに
あり、スペースも広くなっています。

色の識
しき

別
べつ

が難
むずか

しい色
しき

覚
かく

障
しょう

害
がい

な
どの人に配

はい

慮
りょ

して、標
ひょう

識
しき

や教科
書は、だれにでも分かりやすい�
色使いをしています。左の色の
組合せ、どれが見やすいですか。

●音きょう式信号機

●ノンステップバス

●車いす使用者用駐
ちゅう

車
しゃ

施
し

設
せつ

●カラーバリアフリー

●音きょう式信号機

●ノンステップバス

●車いす使用者用駐
ちゅう

車
しゃ

施
し

設
せつ

●カラーバリアフリー

かわさきし かわさきし

かわさきし かわさきし

背景と色の組合せ
はいけい いろ

●音きょう式信号機

●ノンステップバス

●車いす使用者用駐
ちゅう

車
しゃ

施
し

設
せつ

●カラーバリアフリー

かわさきし かわさきし

かわさきし かわさきし

背景と色の組合せ
はいけい いろ

●音きょう式信号機

●ノンステップバス

●車いす使用者用駐
ちゅう

車
しゃ

施
し

設
せつ

●カラーバリアフリー

かわさきし かわさきし

かわさきし かわさきし

背景と色の組合せ
はいけい いろ
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Ⅲ　ふれあいの中で

１　わたしたちにできること
わたしたちは、"生きている"という喜

よろこ

びを、どんなときに感じるで
しょうか。
わたしたちの住んでいるまちには、様

さま

々
ざま

な年
ねん

齢
れい

や環
かん

境
きょう

にある、たく
さんの人たちが共

とも

に暮
く

らしています。共
とも

に生きている喜
よろこ

びを感じるた
めには、一人一人が思いやりの心をもち、おたがいのことを理

り

解
かい

し合
うことが大切です。

（１）交流する
　川崎市内の老

ろう

人
じん

ホームには、体
の不

ふ

自
じ

由
ゆう

な人や一人暮
ぐ

らしの人な
ど、たくさんの高

こう

齢
れい

者
しゃ

が生活して
います。
　小学校の中には、総

そう

合
ごう

的
てき

な学習
の時間を利

り

用
よう

して、地
ち

域
いき

にある老
ろう

人
じん

ホームへお手
て

伝
つだ

いに行っている
学校もあります。小学生だけでなく、保

ほ

育
いく

園
えん

児
じ

や中学生、大人など地
ち

域
いき

の人たちが、社会状
じょう

況
きょう

をみながら施
し

設
せつ

を訪
おとず

れたり、施
し

設
せつ

の高
こう

齢
れい

者
しゃ

を招
まね

いたりしています。
　実

じっ

際
さい

に交流することで、感じることや学ぶことがたくさんありま
す。

（２）共
と も

に学ぶ
みなさんが通う小学校では、学習や生活を送るために支

し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

な子も一
いっ

緒
しょ

に学んでいます。最
さい

近
きん

では国
こく

際
さい

化
か

が進んだことによって、

いっしょ くり き だい

一緒にゲーム（栗木台小）
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様
さま

々
ざま

な国
こく

籍
せき

や文
ぶん

化
か

的
てき

背
はい

景
けい

をもつ子も増
ふ

えてきています。
多
た

様
よう

な背
はい

景
けい

があっても、交流を深めておたがいを理
り

解
かい

することで相
手を思う気持ちが育まれます。それぞれの個

こ

性
せい

を認
みと

め合い、共
とも

に生き
ていくことはとても大切なことです。

国
こ く

際
さ い

教室
学校には、世界の国

くにぐに

々につながり
をもち、様

さまざま

々な言語や文化の中で生
活している子がたくさん通っていま
す。その中には、日本語の学習をが
んばっている子もいるでしょう。
川崎市では、全ての市立学校で日

本語指
し

導
どう

を受けることができます。日本語指
し

導
どう

では、学校生活や教科に
つながる日本語などのサポートをしています。特

とく

に日本語指
し

導
どう

を受ける
子どもが多くいる学校には、日本語指

し

導
どう

の先生がいる「国
こくさい

際教室」を設
せっ

置
ち

しています。
おたがいの文化を大切にしながら、ちがいや良

よ

さを理
り

解
かい

し合うかかわ
りは、広く豊

ゆた

かな心を育むことにつながります。国
こく

際
さい

化
か

が進み、これか
らますます世界の人

ひと

々
びと

とふれ合う機
き

会
かい

は多くなることでしょう。共
とも

に学
び、共

とも

に育っていく仲間として、おたがいを理
り

解
かい

し合う気持ちを大切に
していきましょう。

国際教室の様子国
こく

際
さい

教室の様子

（３）動物たちと共に
みなさんの周

まわ

りには、人間だけではなく、
犬や猫

ねこ

などの動物も暮
く

らしていますね。
動物は人間の言葉を話せません。でも、
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よく見ていると、人間と同じように、「うれしい」「かなしい」など、
今どんな気持ちでいるかが分かってくると思います。犬や猫

ねこ

をなでた
り、一

いっ

緒
しょ

に遊んだりすると、楽しい気持ちになりますね。わたしたち
を幸せにしてくれる動物ですから、どうすれば動物を幸せにしてあげ
られるか、一生けん命考えることが大切です。
わたしたちがペットとして飼

か

う犬や猫
ねこ

は、人間にお世話をされない
と生きていけません。でも、飼

か

い主さんが重い病気になったりするな
どの理由で飼

か

えなくなってしまったペットや、迷
まい

子
ご

になってしまった
ペットが、川崎市にもたくさんいます。
動物愛

あい

護
ご

センター（ANIMAMALLかわさき）では、そのような理
由で収

しゅう

容
よう

されたペットの世話をして、元の飼
か

い主さんに返したり、新
しい飼

か

い主さんを見つけたりする仕事をしています。また、職
しょく

員
いん

だけ
ではなく、ボランティアの人たちが、猫

ねこ

の世話などを手伝いに来てく
れて、みんなでいのちを守る努

ど

力
りょく

を続
つづ

けています。「いのち・MIRAI
教室」や、夏休みにANIMAMALLかわさきのお仕事について学ぶサ
マースクールなども行っています。
川崎市では、いのちを「まなぶ」「つなぐ」「まもる」を合言葉に、

人間だけではなく、動物も幸せに暮
く

らせる社会をつくるための取組を
進めています。

猫
ねこ

の治
ち

療
りょう

の様子 いのち・Ｍ
ミ ラ イ
ＩＲＡＩ教室の風

ふう
景
けい
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（４）ボランティア活動
ボランティアとは、住みやすい社会をつくるために、進んで社会や

人のために役に立つ活動をしている人たちのことをいいます。
市内の福

ふく

祉
し

施
し

設
せつ

では、多くの人たちが訪
おとず

れ、ボランティア活動をし
ています。近くに住む高校生や大学生は、そうじや洗

せん

たくなど高
こう

齢
れい

者
しゃ

の手
て

伝
つだ

いに来ています。ほかにも理
り

容
よう

師
し

さんや美
び

容
よう

師
し

さんなど、いろ
いろな人たちが訪

おとず

れています。
また、目や耳が不

ふ

自
じ

由
ゆう

な人たちのために、文字を大きくして読みや
すくしたり、点字の本を作ったり、手話通

つう

訳
やく

をしている人たちもいま
す。
このように、だれもが共

とも

に喜
よろこ

びや悲しみを分かち合うことを願
ねが

い、
ボランティア活動が進められています。

（５）様
さ ま

々
ざ ま

なボランティア活動
わたしたちのまちでは、たくさんの人が様

さま

々
ざま

なところでボランティ
ア活動をしています。ボランティア活動の輪

わ

は、家庭や地
ち

域
いき

など多く
の場所で広がっています。
■地

ち

域
い き

でできるボランティア
○高

こう

齢
れい

者
しゃ

や障
しょう

害
がい

者
しゃ

の生活支
し

援
えん

　○交通安全のための活動
○点

てん

訳
やく

・手話・朗
ろう

読
どく

　○福
ふく

祉
し

バザーや地
ち

域
いき

行事への参加・協
きょうりょく

力
○環

かん

境
きょう

美
び

化
か

・清
せい

掃
そう

活動・リサイクル運動
■家庭・学校・職

しょく

場
ば

でできるボランティア
○収

しゅう

集
しゅう

活動（ベルマーク、使用済
ず

み切手、書き損
そん

じハガキなど）
○アルミ缶

かん

回
かい

収
しゅう

などのリサイクル
○募

ぼ

金
きん

活動　○朗
ろう

読
どく

テープ録
ろく

音
おん

や点
てん

訳
やく

■施
し

設
せ つ

や病院でできるボランティア
○話し相手や遊び相手　○施

し

設
せつ

行事への参加　○身の回りの手助け
○特

とく

技
ぎ

を生かした活動（手
しゅ

芸
げい

、植木、生け花、理
り

髪
はつ

、学習など）
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かわさきパラムーブメント
川崎市は、だれもが自分らしく暮

く

らし、自
じ

己
こ

実
じつ

現
げん

を目指すことのできる共
きょう

生
せい

社会を実
じつ

現
げん

する
ために「かわさきパラムーブメント」を進めて
います。
かわさきパラムーブメントは、障

しょう

害
がい

・年
ねん

齢
れい

・人
じん

種
しゅ

・LGBTに関
かか

わら
ず、全ての人が活

かつ

躍
やく

できる社会にするために、人
ひと

々
びと

の意
い

識
しき

や行動を変
か

え
るための取組です。
障
しょう

害
がい

のある人や外国の人等について知り、相手の気持ちになって考え、
自分たちの出来ることをすることもパラムーブメントの一つです。

パラスポーツやってみるキャラバン
「かわさきパラムーブメント」のレ

ガシー形
けい

成
せい

に向けた取組の一つとし
て、パラスポーツの魅

み

力
りょく

に触れ、障
しょう

害
がい

について理
り

解
かい

を深めてもらうため、普
ふ

段
だん

は観
かん

戦
せん

・体
たい

験
けん

する機
き

会
かい

の少ないパラ
スポーツを子どもたちに体

たい

験
けん

してもら
う講

こう

座
ざ

を開いています。
市立小学校や保

ほ

育
いく

園
えん

など、地
ち

域
いき

の施
し

設
せつ

を活用して、障
しょう

害
がい

への理
り

解
かい

や、学校・地
ち

域
いき

のパラスポーツへの関
かん

心
しん

を
高める機

き

会
かい

を創
そう

出
しゅつ

しています。 アンプティサッカー

車いすバスケットボール
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２　身近にある主な福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

　　　　　
川崎市社

し ゃ

会
か い

福
ふ く

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
か い

・各区社
し ゃ

会
か い

福
ふ く

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
か い

（福
ふ く

祉
し

パル）　　
　　　　　
社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

は、地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

や団
だん

体
たい

、ボランティアなどが参
さん

加
か

して「福
ふく

祉
し

のまちづくり」を進める団
だん

体
たい

です。
各区に１か所ずつある福

ふく

祉
し

パルで
は、福

ふく

祉
し

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

したり、
相談を受けたりしています。
また、福

ふく

祉
し

に関
かん

する講
こう

座
ざ

や研
けん

修
しゅう

も開
かい

催
さい

しています。

■障
しょう

害
がい

のある人のための施
し

設
せつ

総
そ う

合
ご う

リハビリテーション推
す い

進
し ん

センター　　
　　　　　　　　　　　　
支
し

援
えん

を必
ひつ

要
よう

とする人が質
しつ

の高いサービスを受けられるよう、サービ
スを提

てい

供
きょう

する施
し

設
せつ

や事業者に対する研
けん

修
しゅう

や、効
こう

果
か

的
てき

な支
し

援
えん

方法の検
けん

討
とう

を行っています。さらに、障
しょう

害
がい

のある人のために、障
しょう

害
がい

の程
てい

度
ど

の判
はん

定
てい

や相談も行います。

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

相
そ う

談
だ ん

支
し

援
え ん

センター
　　　　　　　　　　　　
障
しょう

害
がい

のある人が自分の望
のぞ

む暮
く

らしができるよう、障
しょう

害
がい

のある人やそ
の家族、地

ち

域
いき

にお住まいの方から様
さま

々
ざま

な相談を受け、解
かい

決
けつ

方
ほう

法
ほう

を一
いっ

緒
しょ

に考えたり、探
さが

したりするところです。市内に26か所あります。

地
ち

域
い き

リハビリテーションセンター
　　　　　　　　　　　　
障
しょう

害
がい

のある人、高
こう

齢
れい

者
しゃ

、治
ち

療
りょう

が必
ひつ

要
よう

な病気の人など、何かの理由で

  夏休み福
ふく

祉
し

・チャレンジ
ボランティア体

たい
験
けん

学習の様子
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生活がしづらい方や手助けが必
ひつ

要
よう

な方が、住み慣
な

れた地
ち

域
いき

や自分が
望
のぞ

む場所で安心して暮
く

らし続けていくために、相談を受けたり支
し

援
えん

を
行ったりする施

し

設
せつ

です。市内に３か所あります。

身
し ん

体
た い

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

福
ふ く

祉
し

センター（身
し ん

体
た い

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

福
ふ く

祉
し

会
か い

館
か ん

）
　　　　　　　　　　　　
　障

しょう

害
がい

のある人が、いろいろな相談をした
り、身の回りのことはできるだけ自分ででき
るようにするための訓

くん

練
れん

を行う施
し

設
せつ

です。
　市内に４か所あります。

視
し

覚
か く

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

情
じょう

報
ほ う

提
て い

供
きょう

施
し

設
せ つ

（川崎市視
し

覚
か く

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

情
じょう

報
ほ う

文
ぶ ん

化
か

センター）
　　　　　　　　　　　　
目の不

ふ

自
じ

由
ゆう

な人のために、点字図書や録
ろく

音
おん

図書（ＣＤ）の貸
かし

出
だ

しを
する施

し

設
せつ

です。また、白
はく

杖
じょう

の使い方や点字の読み書き、料
りょう

理
り

など、目
に障

しょう

害
がい

があっても安心して日
ひ

々
び

の生活を送れるようにするための訓
くん

練
れん

を行っています。

聴
ちょう

覚
か く

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

情
じょう

報
ほ う

提
て い

供
きょう

施
し

設
せ つ

（川崎市聴
ちょう

覚
か く

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

情
じょう

報
ほ う

文
ぶ ん

化
か

センター）
　　　　　　　　　　　　
耳の不

ふ

自
じ

由
ゆう

な人のために、字
じ

幕
まく

や手話の入ったＤＶＤなどの貸
かし

出
だ

し
や手話通

つう

訳
やく

・要
よう

約
やく

筆
ひっ

記
き

者
しゃ

の派
は

遣
けん

、また耳の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人の困
こま

りごとの相
談などを受けている施

し

設
せつ

です。

発
は っ

達
た つ

相
そ う

談
だ ん

支
し

援
え ん

センター
　　　　　　　　　　　　
発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

や、その疑
うたが

いがある人の心や身体の健
けん

康
こう

に関
かん

する心配や家
庭生活、社会生活での困

こま

りごと、就
しゅう

労
ろう

などについての相談を受けてい
ます。

多
た

摩
ま

川
がわ

の里
さと

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

会
かい

館
かん
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障
しょう

害
が い

福
ふ く

祉
し

サービスを提
て い

供
きょう

する施
し

設
せ つ

　　　　　　　　　　　　
（1） 施

し

設
せつ

で生活しながら障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービスが受けられる施
し

設
せつ

障
しょう

害
がい

のために常
つね

に介
かい

護
ご

が必
ひつ

要
よう

な方が、施
し

設
せつ

で生活しながら入
にゅう

浴
よく

や食
事などの障

しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービスを受けられる施
し

設
せつ

です。サービスの内
ない

容
よう

は
施
し

設
せつ

によってちがいます。市内に９か所あります。

（2） 施
し

設
せつ

に通って障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービスが受けられる施
し

設
せつ

障
しょう

害
がい

のある人が、地
ち

域
いき

で生活するために仕事を覚
おぼ

えたり、身の回り
のことはできるだけ自分でできるようにするための訓

くん

練
れん

を行う施
し

設
せつ

で
す。市内に249か所あります。

■�発達に心配のある子ども・障
しょう

害
がい

のある子どものための施
し

設
せつ

子ども発
は っ

達
た つ

・相談センター、地
ち

域
い き

療
りょう

育
い く

センターなど　
　　　　　　　　　　　　
発
はっ

達
たつ

に心配のある子どもの相談を受ける窓
まど

口
ぐち

（子ども発
はっ

達
たつ

・相談セ
ンター）が市内に５か所あります。また、障

しょう

害
がい

のある子どもの相談を
受けたり、身の回りのことはできるだけ自分でできるようにするため
の練習を行う施

し

設
せつ

（地
ち

域
いき

療
りょう

育
いく

センター）が市内に４か所あります。そ
のうち１か所には、知的な障

しょう

害
がい

のある子どもが入所して、支
し

援
えん

を受け
ながら日

にち

常
じょう

生活を送ることができる施
し

設
せつ

も併
へい

設
せつ

されています。
また、重度の知

ち

的
てき

な障
しょう

害
がい

と重度の体の不
ふ

自
じ

由
ゆう

が重
ちょう

複
ふく

する人が、医師

桜の風　リビング障
しょう
害
がい
者
しゃ
支
し
援
えん さくら さくら
施
し
設
せつ
　桜の風（中原区）
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の治
ち

療
りょう

を受けながら日
にち

常
じょう

生活を過
す

ごす施
し

設
せつ

（ソレイユ川崎）がありま
す。

■子どものための施
し

設
せつ

児
じ

童
ど う

相
そ う

談
だ ん

所
じ ょ

　　　　　　　　　　　　
子ども（18歳

さい

未
み

満
まん

）の権
けん

利
り

を守り、その子らしく成
せい

長
ちょう

できるよう
に相談を受けたり、必

ひつ

要
よう

な援
えん

助
じょ

をしたりしています。市内に３か所あ
ります。

児
じ

童
ど う

家
か

庭
て い

支
し

援
え ん

センター　
　　　　　　　　　　　　
子ども（18歳

さい

未
み

満
まん

）や家庭の相談を受け、一
いっ

緒
しょ

に考えながら問題
を解

かい

決
けつ

するお手
て

伝
つだ

いをしています。市内に６か所あります。

こども文化センター
　　　　　　　　　　　　
　子どもたちが楽しく仲良く遊んだ
り、行事などに参加したりする施

し

設
せつ

で
す。市内に59か所あります（民

みん

間
かん

児
じ

童
どう

館
かん

１か所ふくむ。）。

北部地域療育センターの内部
りょういく

北部地域療育センター　（麻生区）
りょうち  いきほく ぶ ほく ぶ ち  いきいく

特別養護老人ホーム　おだかの郷
さととくべつよう ご ろうじん
（高津区）

宮前平こども文化センター宮前平こども文化センター
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わくわくプラザ　
　　　　　　　　　　　　
小学校１年生から小学校６年生までの子どもが、放

ほう

課
か

後
ご

などに学年
を問わず楽しく遊んだり、スポーツや工作などをしたりして過

す

ごす施
し

設
せつ

です。川崎市内の全ての市立小学校に設
せっ

置
ち

しています。

乳
にゅう

児
じ

院
い ん

・児
じ

童
ど う

養
よ う

護
ご

施
し

設
せ つ

　　　　　　　　　　　　
様
さま

々
ざま

な理由により家庭で養
よう

育
いく

を受けることができない子どもを養
よう

育
いく

する施
し

設
せつ

です。市内に６か所あります。

児
じ

童
ど う

心
し ん

理
り

治
ち

療
りょう

施
し

設
せ つ

　　　　　　　　　　　　
様
さま

々
ざま

な理由により生活の中で生きづらさを感じている子どもに入所
または通所してもらい、治

ち

療
りょう

を行う施
し

設
せつ

です。

■高
こう

齢
れい

者
しゃ

のための施
し

設
せつ

地
ち

域
い き

包
ほ う

括
か つ

支
し

援
え ん

センター
　　　　　　　　　　　　
高
こう

齢
れい

者
しゃ

が住み慣
な

れた地
ち

域
いき

でいつまでも元気に暮
く

らしていくことがで
きるよう、福

ふく

祉
し

サービスを受けるための支
し

援
えん

や、高
こう

齢
れい

者
しゃ

やその家族の
身近な相談を受け付

つ

けるところです。市内に49か所あります。

老
ろ う

人
じ ん

福
ふ く

祉
し

センター（愛
あ い

称
しょう

：いきいきセンター）
　　　　　　　　　　　　
高
こう

齢
れい

者
しゃ

の相談を受けたり、趣
しゅ

味
み

や健
けん

康
こう

のための行事などをしたりす
る施

し

設
せつ

です。各区に１か所ずつあります。
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老
ろ う

人
じ ん

いこいの家（愛
あ い

称
しょう

：いこいの家）
　　　　　　　　　　　　
　高

こう

齢
れい

者
しゃ

が、自分たちで趣
しゅ

味
み

や健
けん

康
こう

のための活動をする施
し

設
せつ

です。
市内に48か所あります。

養
よ う

護
ご

老
ろ う

人
じ ん

ホーム
　　　　　　　　　　　　
住まいのことなどで困

こま

っている高
こう

齢
れい

者
しゃ

が暮
く

らす施
し

設
せつ

です。市内に２
か所あります。

特
と く

別
べ つ

養
よ う

護
ご

老
ろ う

人
じ ん

ホーム
　　　　　　　　　　　　
　ねたきりや認

にん

知
ち

症
しょう

などにより、
家庭で生活することが難

むずか

しい高
こう

齢
れい

者
しゃ

が、日
にち

常
じょう

生活の介
かい

護
ご

を受けなが
ら暮

く

らす施
し

設
せつ

です。市内に59か
所あります。

介
か い

護
ご

老
ろ う

人
じ ん

保
ほ

健
け ん

施
し

設
せ つ

　　　　　　　　　　　　
介
かい

護
ご

を必
ひつ

要
よう

とする高
こう

齢
れい

者
しゃ

がリハビリや訓
くん

練
れん

などを行い、家庭での生
活を目指す施

し

設
せつ

です。市内に19か所あります。

菅いこいの家と菅こども文化センター
すげ すげ

北部地域療育センターの内部
りょういく

北部地域療育センター　（麻生区）
りょうち  いきほく ぶ ほく ぶ ち  いきいく

特別養護老人ホーム　おだかの郷
さととくべつよう ご ろうじん
（高津区）
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しゃがいしょう

しゃがいしょう がい  し せつしょう

がいしょうしん  ぞう こ きゅう

かくし こくさい

ふ　じ　ゆう

ふ　じ　ゆう

ふ　じ　ゆう

ふ　じ　ゆう

こくさい

しゃがいしょうたいしん

しゃがいしょうかくちょう

しゃ ほ じょけんどうはん けいはつがいしょうたいしん
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